
1、は 解答の解き方とちがってしまいましたが、こちらの方が直感的
かなと思うので紹介します。

M[kg）の気体を設定、追跡して考えてみる。
頂上だと膨張しているはずである、V、→V2になったとする。

r m-で鱓ら､ で4と
いい mは不明数

状態方程式より
P iV=mmRT P2.2=mmRた［！密度と体

積と質量の関
係よりmM=P.w. E m aVs

>連立してVを消去
Pi.が=のRT / R?=≈Rたなしでい
た ？だ に -に一⇒ :e：と，

※解説は、物質量n(mol］と密度と体積の関係から nを消去して、
その後、共通部分を消去している。

※別解ではn[mol］を設定、追跡して、共通部分を消去している。


